
08

市
で
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
私
道
を

舗
装
整
備
す
る
際
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
た
び
対
象
と
な
る
道
路
の
要

件
を
一
部
緩
和
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
道
路
と
補
助
率

■
通
り
抜
け
ら
れ
る
道
路

道
路
幅
▼
1.8
㍍
以
上
　
事
業
同
意
者
数
▼
２

人
以
上
　
補
助
率
▼
80
㌫
　

■
通
り
抜
け
ら
れ
な
い
道
路

道
路
幅
▼
2.7
㍍
以
上
　
道
路
延
長
▼
20
㍍
以

上
　
事
業
同
意
者
数
▼
３
人
以
上
　
家
屋
連

た
ん
戸
数
▼
３
戸
以
上
　
補
助
率
▼
60
㌫

※
道
路
敷
地
が
公
有
地
を
２
分
の
１
以
上
含
　

む
と
き
は
、
補
助
率
10
㌫
増

●
問
い
合
わ
せ
　
道
路
建
設
課

tel(

８
６
６)
２
１
３
３

７
月
１
日
か
ら
、
建
築
す
る
建
物
が
建
築

基
準
法
な
ど
の
基
準
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
「
建
築
確
認
」
を
申
請
す
る

前
に
、
道
路
に
つ
い
て
の
「
事
前
協
議
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
建
築
を
計
画
し
て
い
る
敷
地
に

接
す
る
道
路
や
通
路
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
市
と
協
議
し
、
そ
の
後
の
手
続
き
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

tel(

８
６
６)

２
１
５
３

市
街
化
調
整
区
域
で
も
許
可
な
し
で
建
築

物
を
建
て
ら
れ
る
「
既
存
宅
地
の
確
認
制
度
」

は
、
都
市
計
画
法
の
改
正
で
平
成
13
年
５
月

に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
経
過
措
置
と

し
て
、
過
去
に
既
存
宅
地
の
確
認
を
受
け
た

土
地
に
対
し
て
と
ら
れ
て
い
る
猶
予
期
間

が
、
来
年
５
月
17
日
で
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
は
一
般
の
市
街
化
調
整
区
域
と
同

じ
制
限
が
か
か
り
、「
既
存
宅
地
」
と
し
て
建

築
物
を
建
て
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■
経
過
措
置
終
了
後
の
お
も
な
変
更
点

(

平
成
18
年
５
月
18
日
か
ら)

１
す
で
に
自
分
の
居
住
ま
た
は
業
務
の
た

め
に
建
て
た
建
築
物
を
建
て
替
え
す
る
場
合

…
許
可
不
要
で
建
て
替
え
で
き
る
床
面
積

は
、
建
て
替
え
前
の
1.5
倍
ま
で
で
す

２
す
で
に
自
分
の
居
住
ま
た
は
業
務
の
た

め
に
建
て
た
建
築
物
を
売
買
す
る
場
合
…
建

物
を
買
っ
た
人
が
来
年
５
月
18
日
以
降
に
移

り
住
む
場
合
は
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す

３
こ
れ
か
ら
新
築
す
る
場
合
…
一
般
の
市

街
化
調
整
区
域
と
同
じ
制
限
が
か
か
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

tel(

８
６
６)
２
１
５
５

中
通
七
丁
目
地
内
で
、
来
年
３
月
下
旬
ま

で
下
水
道
管
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

30
分
ま
で
、
工
事
区
間
の
一
部
が
片
側
交
互

通
行
に
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
工
事
区
間
周
辺
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
迂
回
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
局
維
持
管
理
課

tel(

８
２
３)

８
４
３
３

秋
田
県
の
最
低
賃
金
は
、
１
時
間
あ
た
り

608
円
で
す
。
こ
の
最
低
賃
金
は
県
内
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
、
こ
れ
よ
り

低
い
賃
金
で
働
か
せ
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
秋
田
労
働
基
準
監
督
署

tel(

８
６
５)

３
６
７
１

MATION
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INFOR-

３
市
街
化
調
整
区
域
の

既
存
宅
地
確
認
制
度
の

経
過
措
置
が
終
了

２
建
築
確
認
申
請
の
前
に

事
前
協
議
が
必
要
で
す

４
来
年
３
月
下
旬
ま
で

中
通
で
片
側
交
互
通
行

私
道
の
舗
装
整
備
に

補
助
し
ま
す

１

５
秋
田
県
の
最
低
賃
金
は

608
円
で
す

収集日にあたってい
る地区のかたは、ご注
意ください。

11月23日(水)
「勤労感謝の日」
資源化物の

収集は行いません。

環境業務課tel(863)6631



フ
グ
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。
で
も
、
フ

グ
は
正
し
い
調
理
を
し
な
い
と
食
中
毒
を
起

こ
し
、
と
き
に
は
死
に
至
る
こ
と
も
…
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
釣
っ
た
フ
グ
を
素
人

が
家
で
調
理
し
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
釣
っ

た
フ
グ
や
、
も
ら
っ
た
フ
グ
を
素
人
判
断
で

調
理
す
る
の
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
フ
グ
を
食
べ
て
し
び
れ
が
き
た
ら
、

す
ぐ
に
「
フ
グ
を
食
べ
た
」
と
言
っ
て
119
番

へ
電
話
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
市
保
健
所
で
は
、
フ
グ
の
取
り
扱

い
が
で
き
る
店
に
「
フ
グ
取
扱
所
届
出
済
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
フ
グ
を
食

べ
る
た
め
に
、
届
出
済
証
の
掲
示
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

フ
グ
毒
の
特
徴

▼
フ
グ
毒
は
、
肝
臓
、
卵
巣
に
あ
り
ま
す
が
、

種
類
に
よ
っ
て
は
、
皮
、
筋
肉
に
も
含
ま

れ
て
い
た
り
、
同
じ
種
類
で
も
、
季
節
な

ど
に
よ
っ
て
、
毒
の
部
分
が
異
な
り
ま
す

▼
毒
の
力
は
、
青
酸
カ
リ
の
千
倍
以
上
で
す

▼
フ
グ
毒
に
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
食
後
20
分
〜
３
時
間
で
く
ち
び
る
や
手
の

感
覚
マ
ヒ
、
運
動
神
経
マ
ヒ
、
呼
吸
困
難

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す

▼
フ
グ
毒
は
死
亡
率
が
高
く
、
発
症
か
ら
４

〜
６
時
間
で
、
死
亡
に
ま
で
至
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
検
査
課

tel(

８
８
３)

１
１
８
１

国勢調査へのご協力ありがとうございました。
皆さんの調査票は厳重な管理のもとで集計中です。
また、「センサスくんクイズ」へは、たくさんの

応募をいただきました。答えとなる人口・世帯数
の速報は12月に公表されますので、当選者の発表
はもうしばらくお待ちください。

国勢調査秋田市実施本部
tel(866)1964(情報政策課内)

国勢調査ただいま集計中！

６
死
亡
率
が
高
い

フ
グ
の
食
中
毒
に

ご
注
意
！

「思っていたサービスとちがう」「詳しく説明し
てくれない」…など、利用している事業の担当者
に直接話しにくい場合や、話し合ってもなかなか
解決しないときは、お気軽にご相談ください。

福祉サービスの
苦情解決をお手伝い

秋田県福祉サービス相談支援センター
旭北栄町１-５(秋田県社会福祉協議会内)

tel(864)2726 ファクス(864)2742
(平日の午前８時30分～午後５時)

09 広報あきた　11月16日号

ご存じですか
「成年後見制度」
判断能力が不十分なかたを
保護し、支援する制度です

秋田家庭裁判所tel(824)3121

市役所の申し立てによる成年後見制度の利
用に際して、費用負担(申立経費、後見人報酬
など)が困難なかたには、助成も行っています。
詳しくは下記の窓口へお問い合わせください。

最近、認知症の高齢者などを狙って、必要
のない高額な契約を結ばせる悪質商法の被害
が相次いでいます。
成年後見制度は、認知症や知的障害、精神

障害などのために判断能力が不十分なかた
が、財産管理や介護・福祉のサービスなどの
契約をするときに、本人に不利益になること
を防いでくれる「後見人」を設ける制度です。

申し立ては誰ができるの？
申し立てできるのは、本人、配偶者、親族な

どですが、身寄りがいないなどの理由で申し立
てる人がいない場合は、下記の窓口にご相談く
ださい。その場合は、親族などに代わり市役所
が申し立てることになります。

制度を利用するためには、家庭裁判所への申
し立てが必要です。

認知症高齢者の場合…高齢福祉課tel(866)2095
知的障害者の場合…障害福祉課tel(866)2093
精神障害者の場合…健康管理課tel(883)1180

制度を利用したいときは？

成年後見制度全般についての問い合わせ

制度には、本人の判断能力が不十分になって
から家庭裁判所に後見人などを選任してもらう
「法定後見制度」と、本人がまだ判断能力がある
うちに自分で後見人を決めておく「任意後見制
度」があります。
後見人は本人の利益を考えながら、本人を代

理して契約をしたり、本人がした不利益な法律
行為を取り消したりすることで支援します。

制度の種類と内容


